
による子どもへの声 のキャンペーンなどの啓発活動や、学校と連携し子どもへの防

掛け事案も多いため、これらへの対応が課題と考える。 犯意識の醸成に繋がる活動を実施する。

また、いいとだメール登録者数については、サービス切替後、 いいとだメールについては、犯罪情報や特殊詐欺予兆電話に関

積極的なＰＲにより登録者は大きく増加したが、登録者の増加 する情報をより迅速に市民に配信していくとともに、更なる登

に向けた周知が引き続き課題である。 録者の増加に向けて積極的にＰＲ活動を行う。

安全ステーションや防犯パトロール、町会・事業者による自主防犯活動や防犯灯の整備など

犯罪抑止対策としては概ね予定通りであり、防犯カメラについては、町会への設置補助が終

Ｂ
了したが、市内全小学校区内の通学路等に見守り防犯カメラを３００台設置した。イベント

や交通安全教室で自転車盗や振り込め詐欺防止活動を行い、防犯意識の向上を図っている。

目標達成に向けて犯罪を減らしていくためには、現状の取組の継続は必要であり、人員は維

持していく。更に、不審者や事故対策として「見守り防犯カメラ」をすべての小学校区へ整

→ 備したが、安定稼働させて更なる犯罪抑止に繋げていくため、予算については維持が必要で

ある。

これまで警察官ＯＢや委託警備員が青色回転灯装備車両によるパトロール、町会等による自主防犯パトロールなど様々な防犯活動を積極的

に推進してきた結果、犯罪発生件数はピーク時の４分の１以下にまで減少している。今後も、より一層犯罪を減らすため、効果的な犯罪抑

止方策を検討していくと共に、防犯カメラとパトロールを組み合わせた対策とメールによる犯罪発生情報の迅速な配信等を通して、市民の

防犯意識を高め、安心して安全に暮らせるまちづくりに向けた取り組みを継続していく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 3年 6月24日 作成者名 佐々木　敏典 評価者名 櫻井　聡

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

03 安心して安全に暮らせるまち 市民生活部・くらし安心課

03 防犯 危機管理防災課・危機管理防災課

32 防犯体制の強化

　市民の誰もが安全で安心して暮らせるよう、地域と連携した防犯対策を推進するとともに、防犯体制の強化を図ります。

犯罪抑止対策事業

防犯対策事業

犯罪発生率 埼玉県内における犯罪発生率の順位
位 11以下 5 9 11 17 7 11

(警察本部発表 )
パトロール支援 自主防犯パトロール支援割合の維持

％ 100 100 100 100 100 100 100

「とだピースガードメール 全登録者の人数
人 5,000 4,700 4,941 4,927 3,002 3,962 4,138

」登録者数 (H30から「いいとだメール」に移行 )

令和２年の犯罪発生件数は９６７件と、前年から３０２件減少 委託警備員による犯罪多発場所の重点的なパトロールの継続実

し、犯罪発生率は県下ワースト１１位となっている。発生した 施や、市が学校区ごとに整備した見守り防犯カメラにより、犯

犯罪では、自転車盗が全体の約３３％と依然として高水準で発 罪抑止に繋げていく。また、様々な機会を捉えた自転車盗対策

生しており、特殊詐欺の予兆電話や不審者
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03 不当要求行為等対策費　（危機管理防災課）

不当要求行為等対策費

任
意

5,270 不当要求事案に対し
0

6,058 、組織的な対応を行

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 02 01 24 03 01 6,058 うため、指導・助言

各課の不当要求行為等に対し 6,043 を継続する。 0

指導・助言を行う。 3,462

01 防犯対策事業　（くらし安心課）

防犯対策事業

任
意

11,432 警察や地域と一体と
0

13,013 なった防犯活動や各

１ ○ Ｂ Ｂ Ａ Ａ １ ○ Ｂ01 01 02 01 23 01 01 13,858 種啓発等を継続して

一人ひとりの防犯意識を向上 13,839 いく。 0

させ、犯罪発生件数を減少さ 7,270

犯罪抑止対策事業

任
意

88,600 見守り防犯カメラを
0

157,753 、安定稼

戸

働させ、町

１ ○ Ａ Ａ Ａ

田

Ａ １ ○ Ａ02 01 02

市

01 23 01 02 11

施

6,556 会管理の防

策

犯カメラ

安全ステーシ

評

ョン２カ所には 115

価

,032 との効果的な

シ

運用を 0

、それぞれ警

ー

察官ＯＢ１名を 3,1

ト

16 検討していく。

作成日 令

防犯灯事業

任
意

4,9

和

11 継続して維持管理

 

す
0

5,367 る必要

3

があるが、他

１ Ａ Ａ Ａ

年

Ｂ １ Ｃ03 01 02 0

 

1 23 01 03 6,4

6

49 事業との統合も含

月

め

市民等の要望等を基

2

にし、防 6,449 て

4

検討する。 0

犯上危険

日

と認められる箇所に 4

作

,154

成者名 佐々木


